
白い花弁の流れる先 25 
 

川鍋さく 
 

asterisk 

 
カスミソウを花瓶に挿すと 

ふわっと 

いきものの香りがした 

 

昨晩から洗面台の中をうろうろしていた 

微細な塵のような 

淡い糸くずのような 

小さな蜘蛛の身体が 

知らぬ間に 

水に流されて崩れている 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊ 川鍋のぶつぶつ独り言 ＊＊ 

 職場の近くに小学校があって、私の通勤時にはいつも、どこかのクラスが体育の授

業をしています。先日は体力測定の日だったようで、シャトルランの「ドレミファソ

ラシド」が聞こえていました。最初、それが何の音なのかすぐにはわかりませんでし

た。でもすごく聞き覚えのある、懐かしい音だなぁと思ったんです。知ってる、知っ

てるぞ、この音……。で、「ドレミファソラシド、ドシラソファミレド」が少しずつテ

ンポアップしていくのを聴いて、あ！シャトルランだ！と思い出しました。 

その瞬間まで、シャトルランというものの存在なんて一度も思い出したことがなか

った。という事実に少しショックを受けました。あぁ、人ってたくさんのものや事を

忘れていくんだなと。そんなのは、言葉では当たり前のように話したり聞いたりする

話題だけれど、体感として自分の身にそれが起きて、何だかとても鮮烈だったんです。

別にシャトルランや体力測定が特別な思い出だったわけでもないんですが、何かとて



も大切なものを忘れてしまっていたような気分になりました。 

別の日にその小学校の前を通ると、また体育の授業の声が聞こえました。校庭の周

りに生垣があるので、先生や生徒たちの姿は見えず声だけが聞こえます。その日は鉄

棒か、それとも体育館でマット運動をしていたのか。賑やかな声を聞きながら微笑ま

しく通勤していたのですが、先生の「はい！じゃあ次はローストビーフでーす！一列

目の人から順番にいくよー！」という掛け声が聞こえて首をかしげました。「ロースト

ビーフ」って何の技だ？私の記憶のどこを掘り返しても存在しない謎の技名でした。

新世代の技なのか、それともこっちの地域でしか知られていないローカルな技なのか。

後日ネットで検索してみましたがわかりませんでした。 

「ローストビーフ」って何の技ですか？ 


